
【
7
月
】

13
日　

中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク（
20
・
21
・
25
・
31
日
）

15
日
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
美
人
時

計
」で
城
崎
温
泉
P　
R（
〜

8
月
14
日
）

　
　

・
食
の
都
づ
く
り
戦
略「
ジ

ビ
エ
料
理
の
第
一
人
者
か

ら
学
ぶ
会
」

22
日
・
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル「
玄
さ
ん

の『
玄
武
洞
講
座
』」設
置

　
　

・
豊
岡
市
第
5
次
外
国
人
漁

業
技
能
実
習
生
市
長
表
敬

訪
問

25
日　

経
済
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
高
校
生
等
を
対
象

と
し
た
企
業
見
学
会
」

26
日　

豊
岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
オ
ー
プ
ン

30
日　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

＇11（
〜
31
日
）

【
8
月
】

1
日　
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

ス
タ
ー
ト

2
日　
「
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」

　
　
　

被
災
地
の
新
潟
県
三
条
市

へ
支
援（
10
〜
12
日
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

新
潟
県
三
条
市
と
豊
岡
市
は
、

全
国
の
市
町
長
が
集
ま
り
、
教
訓

や
治
水
へ
の
思
い
を
語
り
合
う

「
水
害
サ
ミ
ッ
ト
」の
発
起
人
で
す
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
水
害
経

験
を
通
し
て
得
た
知
見
や
課
題
を

生
か
し
、
防
災
・
減
災
の
観
点
か

ら
関
係
機
関
に
提
言
を
行
う
な
ど

の
取
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
三
条
市
が
7
月
の
豪
雨
で

多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
8
月

2
日
、
三
条
市
へ
備
蓄
物
資（
タ

オ
ル
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

紙
お
む
つ
な
ど
）を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
月
10
日
か
ら
12
日
ま

で
、
泥
や
ご
み
な
ど
の
撤
去
作
業

の
た
め
に
、
豊
岡
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
共
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
三
条
市
は
東
日
本
大
震

災
直
後
か
ら
避
難
者
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
本
市
で
は
、
4
月
に
ラ

ン
ド
セ
ル
や
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど

を
、
6
月
に
は
米
・
野
菜
・
但
馬

牛
肉
を
届
け
ま
し
た
。

「
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」の
被
災
地
・

　

新
潟
県
三
条
市
へ
支
援

　

平
成
21
年
度
か
ら
開
催
の「
中

貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」は
、

気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
一
緒
に
気

楽
に
市
長
と
話
せ
る
機
会
と
毎
回

好
評
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
も
7
月

13
日
か
ら
31
日
の
間
に
6
会
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
平
日
の
時
間
確

保
が
難
し
い
グ
ル
ー
プ
も
参
加
で

き
る
よ
う
、
今
年
初
め
て
ト
ー
ク

の
日
程
に
日
曜
日
を
入
れ
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
、

介
護
、
国
際
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が

集
ま
り
、
高
校
生
や
若
者
グ
ル
ー

プ
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
約
1
時
間
、
市
長
と
和

や
か
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
同
じ
想
い
を
持
っ
た
仲

間
。
と
き
に
は
笑
い
も
あ
り
な
が

ら
、
話
は
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す
。

　

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
頑
張
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
、
自
分
た
ち
の
地
域
へ
の
熱
い

想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

家
族
を
自
宅
介
護
す
る
グ
ル
ー

プ
の
話
は
切
実
で
す
。
介
護
制
度

だ
け
で
な
く
、
介
護
者
へ
の
さ
り

げ
な
い
感
謝
や
支
援
の
一
言
の
大

切
さ
も
分
か
り
ま
す
。

　

高
校
生
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
若

者
ら
し
い
提
案
が
続
き
ま
す
。
ま

た
、
市
長
職
へ
の
質
問
も
相
次
ぎ
、

市
長
も
苦
悩
と
喜
び
の
日
々
の
話

を
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
域
単
位
の
懇
談
会

な
ど
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
少
人
数
で
の
気
軽
な
話
し

合
い
の
場
も
設
け
、「
対
話
と
共

感
」の
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

〜
市
民
グ
ル
ー
プ
と
対
話
〜

「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」開
催

▲高校生とも話が弾みます

　

円
山
川
で
は
、平
成
16
年
10
月
の

台
風
23
号
に
よ
る
河
川
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
と
し
て
、現
在

抜
本
的
な
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
1
月
に
は
円

山
川
水
系
河
川
整
備
計
画
基
本
方

針
が
策
定
さ
れ
、
現
在
河
川
整
備

計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
が
完
成
す
る
と
、
円

山
川
の
外
水（
河
川
を
流
れ
る
水
）

に
対
す
る
安
全
度
が
上
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
た
に
内
水
問
題

が
発
生
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、

無
堤
防
地
等
で
あ
る
11
区
域〔
中

郷
、
日
高
町（
赤
崎
、
浅
倉
、
岩
中
、

向
日
置
、多
田
野
谷
）、城
崎
町（
上

山
・
二
見
、
ひ
の
そ
、
円
山
・
来
日
、

今
津
、
戸
島
）〕を
対
象
に
、
平
成

16
年
の
台
風
23
号
時
の
降
雨
を
想

定
し
て
、
解
析
を
し
ま
し
た
。

　

解
析
で
は
、全
区
域
で
床
上
浸
水

家
屋
は
な
く
、ま
た
床
下
浸
水
家
屋

も
22
戸
程
度
と
な
り
、大
幅
に
改
善

さ
れ
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

円
山
川
沿
線
の
内
水
問
題

〔
住
宅
地（
堤
防
に
守
ら
れ
た
内
側
）に
溜
ま
る
水
〕を
解
析
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気
仙
沼
の
あ
と
、
一
路
南
三
陸

町
へ
向
か
い
ま
し
た
。
南
三
陸
は
、

豊
岡
市
が
今
も
職
員
を
派
遣
し
続

け
て
い
る
町
で
す
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
運
転
し
て
い
る

の
は
、
市
の
森
合
防
災
監
で
す
。

指
さ
し
確
認
を
し
な
が
ら
交
差
点

を
渡
る
基
本
動
作
が
身
に
染
み
込

ん
だ
、
自
衛
隊
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。
修

羅
場
は
く
ぐ
っ
て
い
る
は
ず
な
の

で
す
が
、
新
た
な
視
界
が
開
け
る

た
び
に「
お
お
！
」と
か「
う
う
⋮
」

と
か
う
な
っ
て
い
ま
す
。

　

気
仙
沼
の
港
も
そ
う
で
し
た
が
、

南
三
陸
は
、
衝
撃
で
し
た
。

　

町
の
防
災
セ
ン
タ
ー
が
、
鉄
鋼

の
骨
組
み
だ
け
で
残
っ
て
い
ま
し

た
。
町
職
員
の
遠
藤
未
希
さ
ん
が

2
階
の
部
屋
か
ら
防
災
無
線
で
最

後
ま
で
町
民
に
避
難
を
呼
び
掛
け
、

津
波
に
の
ま
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た
、

そ
の
場
所
で
す
。

　

痛
恨
の
思
い
。
骨
組
み
の
正
面

に
置
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
供
え
ら
れ
て
い

た
た
ば
こ
や
お
菓
子
に
、
そ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
映
像
や
写
真
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
散
々
見
て
こ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
被
災
地
で
見
た
状

況
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
多
く
を
語

る
気
持
ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　

プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
庁
舎
で
仕
事

を
し
て
い
る
豊
岡
市
の
職
員
を
激

励
し
、
職
場
の
人
た
ち
に
あ
い
さ

つ
を
し
、
驚
く
ほ
ど
の
明
る
さ
で

対
応
し
て
い
た
だ
い
た
佐
藤　

仁

町
長
に「
豊
岡
は
い
つ
ま
で
も
支

援
し
続
け
ま
す
」と
伝
え
て
帰
路

に
就
き
ま
し
た
。
訪
問
に
当
た
っ

て
市
職
員
有
志
で
町
職
員
に
差
し

入
れ
た
冷
え
た
ト
マ
ト
が
と
て
も

喜
ば
れ
た
こ
と
は
、
幸
い
で
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
町
が
好
き
で
た
ま

ら
な
い
。
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
守
る
。
自
分
た
ち
の
手
で

必
ず
復
興
す
る
」。
ふ
る
さ
と
へ

の
深
い
思
い
と
強
い
責
任
感
。
そ

れ
こ
そ
が
、
国
で
も
な
く
都
道
府

県
で
も
な
く
、
市
町
村
の
住
民
と

首
長
・
職
員
の
本
質
で
あ
り
、
真

髄
な
の
だ
、
と
被
災
地
の
人
々
か

ら
強
く
感
じ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

被
災
地
へ
の
旅
（
2
）
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豊
岡
市
青
少
年
健
全
育
成
会
議

連
絡
会
と
豊
岡
市
子
ど
も
と
心
で

つ
な
が
る
市
民
運
動
推
進
協
議
会
、

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も

「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り

運
動
」を
推
進
し
、
市
内
各
地
で

の
ラ
ジ
オ
体
操
に
、
中
学
生
を
は

じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
21
日
、
福
住
校
区

民
大
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
皮
切
り
に

小
学
校
区
や
各
地
区
で
の
一
斉
ラ

ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
や
各
地
区
の

取
組
み
で
は
、
中
学
生
に
よ
る
参

加
呼
び
掛
け
放
送
や
体
操
指
導
、

ス
タ
ン
プ
押
し
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
、ラ
ジ
オ
体
操
10
日
以
上
参

加
で
、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」3
0
0

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
ま
す
。

　

7
月
25
日
、
豊
岡
市
経
済
成
長

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
高
校
生
等

を
対
象
と
し
た
企
業
見
学
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
校
生
ら
が
市
内
の

企
業
を
見
学
し
て
将
来
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
市
内
企
業
へ

の
就
職
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ま
で
の
学
業
へ
の
取
組
み
を

促
す
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
豊
岡
総
合
高
等
学

校
と
大
岡
学
園
高
等
専
修
学
校

の
2
年
生
や
但
馬
技
術
大
学
校
の

1
年
生
、
各
校
教
員
な
ど
29
人
で
、

株
式
会
社
オ
フ
テ
ク
ス
、
株
式
会

社
誠
工
社
、
但
馬
テ
ィ
エ
ス
ケ
イ

株
式
会
社
、
東
海
バ
ネ
工
業
株
式

会
社
、
株
式
会
社
ビ
ト
ー
ア
ー
ル

ア
ン
ド
デ
ィ
ー
の
5
社
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、
製
品
や
工
場
の
仕

組
み
、
機
械
の
性
能
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
就
職
に
当
た
っ
て
の
心

構
え
な
ど
も
聞
き
ま
し
た
。
見
学

終
了
後
に
は「
日
本
を
代
表
す
る

技
術
を
持
つ
企
業
が
市
内
に
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」「
就
職

の
た
め
の
準
備
を
始
め
た
い
」な

〜
豊
岡
に
は
世
界
に
誇
れ
る
企
業
が
存
在
〜高校

生
な
ど
の
企
業
見
学
会
開
催

「
顔
で
つ
な
が
り　

声
で
つ
な
が
り　

心
で
つ
な
が
る
」

　
「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運
動
」推
進

▲但馬ティエスケイ株式会社を見学 ▲福住校区民大ラジオ体操会（300人参加）

ど
の
感
想
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
が
、
卒
業
後
に
市

内
の
企
業
に
就
職
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
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